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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第41期

第１四半期連結累計期間
第42期

第１四半期連結累計期間
第41期

会計期間
自 平成25年３月21日
至 平成25年６月20日

自 平成26年３月21日
至 平成26年６月20日

自 平成25年３月21日
至 平成26年３月20日

売上高 （百万円） 539 829 2,426

経常損失（△） （百万円） △203 △106 △541

四半期（当期）純損失（△） （百万円） △206 △334 △658

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） △223 △336 △632

純資産額 （百万円） 4,771 4,024 4,361

総資産額 （百万円） 6,617 5,264 6,032

１株当たり四半期（当期）純

損失金額（△）
（円） △10.82 △17.55 △34.52

潜在株式調整後１株当たり四

半期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 72.1 76.5 72.3

（注）１．売上高には消費税等は含まれておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、１株当たり四半期（当期）純損失であり、

また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

３．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

 

 

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績の状況

　当第１四半期連結累計期間（平成26年３月21日～平成26年６月20日）は、コア事業であるオプトメカトロニクス

事業では、ガルバノスキャナシステムでの市場開拓が進み、ロボット応用システムも製氷業界向けが好調を持続して

いるほか、レーザマーキング装置でも保守サービスを中心に堅調に推移しております。また、情報通信ビジネス分野

ではフォトキオスク端末が新機種投入効果で拡大いたしました。

これらの結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は８億29百万円（前年同期比53.7%増）となりました。

損益面では、売上が回復してきたことや生産性の向上、コストダウンのほか希望退職による人件費削減を含む合理

化などにより収益構造の改善効果が出始めており、営業損失１億12百万円（同96百万円の損失減）、経常損失１億６

百万円（同97百万円の損失減）に縮小いたしました。四半期純損失は退職金制度を確定拠出年金に全面移行したこと

に伴う退職給付制度終了損の特別損失計上により３億34百万円（同１億28百万円の損失増）となりました。

当社グループでは、事業内容を２つのセグメントに分けております。

当第１四半期連結累計期間の各セグメント別の業績動向は、つぎのとおりです。

セグメントの名称 売上高（前年同期比） 営業損益（前年同期比）

オプトメカトロニクス
 　　 ６億７百万円

　　   （69.1%増）

 △１億17百万円

（１億13百万円の損失減）

情報通信ビジネス
２億21百万円

　　　 （22.9%増）

 ５百万円

 （17百万円減）

合　　　計
８億29百万円

　　  （53.7%増）

 △１億12百万円

 （96百万円の損失減）

　 ［オプトメカトロニクス］

　　 ガルバノスキャナシステムは高出力レーザの用途拡大が進み自動車関連業界での溶接・車載電池関連向けが引き続

き拡大しているほか、電気・電子分野ではシリコンウェハーの加工用途などで市場開拓も進んできております。

　　 ロボット応用システムは、食品業界全般では設備投資に手控え感がまだ残っているものの、資本業務提携先のゼネ

ラルパッカー㈱との協業による製氷業界向けの装置が好調を持続しており、レーザマーキング装置は保守サービス中

心に堅調に推移いたしました。

電極塗布装置につきましては新規の設備投資意欲回復の兆しがみえ始めておりますが、売上には至っておりませ

ん。

　　 これらの結果、売上高は増加いたしました。損益面では、売上が回復してきたことのほか、生産性向上、コストダ

ウンに取り組んだことで、損失幅が縮小いたしました。

　 ［情報通信ビジネス］

　　 データ復旧サービスは市場の縮小傾向が続いておりますが、フォトキオスク端末が機能性を高めた新機種を投入し

拡大したほか、業務用カードリーダも堅調に推移しており、売上高が増加いたしました。損益面では価格競争激化

の影響で、黒字幅が縮小いたしました。

 

(2）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

 

(3）研究開発活動

　　当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は52百万円です。

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 36,000,000

計 36,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成26年６月20日）

提出日現在発行数（株）
（平成26年７月31日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 19,730,959 19,730,959
東京証券取引所

市場第２部

単元株式数

1,000株

計 19,730,959 19,730,959 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成26年３月21日～

平成26年６月20日
－ 19,730,959 － 5,008 － 522

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　　 　　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載する

ことができませんので、直前の基準日である平成26年３月20日の株主名簿により記載しております。

 

①【発行済株式】

平成26年３月20日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式    669,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 18,928,000           18,928 －

単元未満株式 普通株式    133,959 － －

発行済株式総数 19,730,959 － －

総株主の議決権 －           18,928 －

　（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、株式会社証券保管振替機構名義の株式が2,000株（議決権の数2個）含

まれております。

 

②【自己株式等】

平成26年３月20日現在
 

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（%）

株式会社

ワイ・イー・

データ

埼玉県入間市大字

新光182
669,000          － 669,000 3.39

計 － 669,000         － 669,000 3.39

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成26年３月21日から平

成26年６月20日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成26年３月21日から平成26年６月20日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成26年３月20日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年６月20日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,762 1,126

預け金 694 604

受取手形及び売掛金 914 1,141

製品 193 117

仕掛品 432 246

原材料及び貯蔵品 100 100

その他 106 109

貸倒引当金 △5 △5

流動資産合計 4,200 3,441

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 307 302

機械装置及び運搬具（純額） 22 21

土地 326 326

その他（純額） 11 10

有形固定資産合計 667 660

無形固定資産   

その他 2 2

無形固定資産合計 2 2

投資その他の資産   

投資有価証券 857 855

その他 325 325

貸倒引当金 △20 △20

投資その他の資産合計 1,162 1,160

固定資産合計 1,832 1,822

資産合計 6,032 5,264

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 398 308

未払金 61 514

未払費用 176 131

未払法人税等 10 7

製品保証引当金 5 8

その他 11 24

流動負債合計 665 994

固定負債   

長期未払金 116 245

退職給付引当金 889 －

その他 0 0

固定負債合計 1,006 245

負債合計 1,671 1,239
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成26年３月20日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年６月20日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 5,008 5,008

資本剰余金 522 522

利益剰余金 △929 △1,264

自己株式 △168 △168

株主資本合計 4,432 4,098

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △73 △74

為替換算調整勘定 1 0

その他の包括利益累計額合計 △71 △73

純資産合計 4,361 4,024

負債純資産合計 6,032 5,264
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成25年３月21日
　至　平成25年６月20日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成26年３月21日
　至　平成26年６月20日)

売上高 539 829

売上原価 594 790

売上総利益又は売上総損失（△） △54 39

販売費及び一般管理費 153 151

営業損失（△） △208 △112

営業外収益   

受取利息 1 1

持分法による投資利益 4 5

その他 0 0

営業外収益合計 5 7

営業外費用   

為替差損 0 0

その他 0 0

営業外費用合計 0 0

経常損失（△） △203 △106

特別損失   

固定資産処分損 0 －

退職給付制度終了損 － ※ 225

特別損失合計 0 225

税金等調整前四半期純損失（△） △204 △332

法人税、住民税及び事業税 2 2

法人税等合計 2 2

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △206 △334

四半期純損失（△） △206 △334
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成25年３月21日
　至　平成25年６月20日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成26年３月21日
　至　平成26年６月20日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △206 △334

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △26 △0

為替換算調整勘定 9 △0

持分法適用会社に対する持分相当額 － 0

その他の包括利益合計 △16 △1

四半期包括利益 △223 △336

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △223 △336

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（四半期連結損益計算書関係）

　　　　※　退職給付制度終了損

当第１四半期連結累計期間（自　平成26年３月21日　至　平成26年６月20日）

　当社は、退職金制度を確定拠出年金制度へ全面移行したことに伴い、「退職給付制度間の移行等に関する

会計処理」（企業会計基準適用指針第１号）を適用しております。本移行に伴う影響額は、「退職給付制度

終了損」として特別損失に225百万円を計上しております。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成25年３月21日
至　平成25年６月20日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成26年３月21日
至　平成26年６月20日）

減価償却費 7百万円 7百万円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成25年３月21日　至　平成25年６月20日）

配当に関する事項

(1)配当金支払額

該当事項はありません。

(2)基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期

間の末日後となるもの

　　　　　　 該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成26年３月21日　至　平成26年６月20日）

配当に関する事項

(1)配当金支払額

該当事項はありません。

(2)基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期

間の末日後となるもの

　　　　　　 該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成25年３月21日　至　平成25年６月20日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位:百万円)

 報告セグメント

調整額

四半期連結損益

計算書計上額

（注）
 

オプトメカトロニ

クス
情報通信ビジネス 計

売上高      

(1)外部顧客への売上高 359 180 539 － 539

(2)セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ － － － －

計 359 180 539 － 539

セグメント利益又は損失(△） △231 22 △208 － △208

(注)セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失と一致しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成26年３月21日　至　平成26年６月20日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位:百万円)

 報告セグメント

調整額

四半期連結損益

計算書計上額

（注）
 

オプトメカトロニ

クス
情報通信ビジネス 計

売上高      

(1)外部顧客への売上高 607 221 829 － 829

(2)セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ － － － －

計 607 221 829 － 829

セグメント利益又は損失(△） △117 5 △112 － △112

(注)セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失と一致しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成25年３月21日
至　平成25年６月20日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成26年３月21日
至　平成26年６月20日）

１株当たり四半期純損失金額(△) △10円82銭 △17円55銭

（算定上の基礎）   

四半期純損失金額(△)（百万円） △206 △334

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純損失金額(△)

（百万円）
△206 △334

普通株式の期中平均株式数（千株） 19,067 19,060

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式が

存在しないため記載しておりません。

 

２【その他】

　　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成26年７月31日

株式会社ワイ・イー・データ

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 佐藤　宏文　　　印

 

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 山村　竜平　　　印

 

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ワイ・

イー・データの平成26年３月21日から平成27年３月20日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成26年３月21

日から平成26年６月20日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成26年３月21日から平成26年６月20日まで）に係る四半

期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記につい

て四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ワイ・イー・データ及び連結子会社の平成26年６月20日現在

の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が四半期連結

財務諸表に添付する形で別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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